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２．７　災害被災地域におけるメンタルケアへの取組「遠隔健康相談システム」
　　　（宮城県栗原市）
〔概要〕
テレビ電話を活用して遠隔地の医療機関から（医師等が）住民の健康指導を実施。また災害被災地域における

メンタルケアなどへの用途拡大。

〔コラム〕
本事業は総務省の補助金により２２年５月より栗原市において開始された事業です。
住民たちは毎週、最寄の公民館に集まり、血圧、体重、歩数を登録します。データはフレッツフォン（テレビ電話）

を通じてサーバに蓄積され、さらにそのデータを基に、遠隔地にいる医師等から健康指導を受けます。
また平成２０年の「岩手・宮城内陸地震」は、栗原市に甚大な被害をもたらし、被災した多くの市民に精神的なダ
メージを与えました。そうした被災者のメンタルケアのため、被災地域や仮設住宅の集会場などに「フレッツフォン」
を設置して、心理カウンセラーやコメディカル（医療スタッフ）が被災住民への遠隔カウンセリングを行う試みが実施
されているのです。

 

２　先進的な事例紹介



特集２
あなたが住む街の医療・健康・福祉情報への取組
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（ＮＴＴ東日本ホームページより）

（問い合わせ先）
東日本電信電話株式会社　Ｂ＆Ｏ事業推進本部　新世代ビジネス営業部
ＴＥＬ：０３－６８０３－９００４

ｈｔｔｐ：//www.ntt-east.co.jp/business/case/2010/005/


